
Japan Advanced Institute of Science and Technology

JAIST Repository
https://dspace.jaist.ac.jp/

Title
NEDOの電子・材料関係のテーマ公募型事業における費

用対効果に関する考察

Author(s) 木村, 太郎; 山崎, 光浩

Citation 年次学術大会講演要旨集, 27: 681-684

Issue Date 2012-10-27

Type Conference Paper

Text version publisher

URL http://hdl.handle.net/10119/11112

Rights

本著作物は研究・技術計画学会の許可のもとに掲載す

るものです。This material is posted here with

permission of the Japan Society for Science

Policy and Research Management.

Description 一般講演要旨



― 681―

 

の電子・材料関係のテーマ公 型事業における費用対 果に関する

考  

 

 
村 （NEDO） 

 

 

 
はじめに  

立行政 人新 ル ー・産業技術総合開発

機構（以 「 」）は 我が国における

ノテクノロジーの実用化を推 するため

年 からテーマ公 型事業「 ノテク・ 端部

材実用化研究開発」を実施している。本事業は

産業 の 要性を考 して が 定

したシー 技術を用いて 新産業 造 （

経済産業省）における新産業分野のう

料電 ロ ット 情報 電 ・ ・

機 ・サービス ・ ル ー・機 ・サー

ビスの 分野の発展に資する ーデバイスの実

現を 指している。  

本 では の電子・材料関係分野にお

けるテーマ公 型事業を分析するため 「

ノテク・ 端部材実用化研究開発」のこれまでの

テーマに対する 結果と投入 に い

て分析した。事業は平成 年 の を 定し

ており 現 点までの成果の を みるととも

に のマ ジ ントにおける改善点の を

行った。 

 

「 ノテク・ 端部材実用化研究開発」の概要

 「 ノテク・ 端部材実用化研究開発」は

の に加え の通り 計されている。  

・テーマ ３ 年での実用化を 指す研究

開発が対 。  

・シー の確立を 的とした 的研究開発を

「ステージ 」 実用化研究開発を「ステージ

」とする。 れ れ ３年 （合計で最

長 年）とする。ステージ では

以 年 を からの として

を 。ステージ では 以

年 を ３以 で 。（

年 実施の公 のみ ステージ では

以 年 を ３以 で

。）  

・川 と川 の 連 異業 ・異分野の連

が必 。ステージ では研究体 の に 業が

以 まれていることが必要（ 年

は大学あるいは公的研究機関の も ）。

ステージ では 数の 業で 成事業を実施

する体 を ることが必要。  

・ステージ ート方 を採用。ステージ とステ

ージ の で り み （ステージ ート）

を行い 実用化の観点から なシー 技術を

。ただし 公 にステージ から開 の

提 も 。  

 
３ 研究方   

３ 分析対  
「 ノテク・ 端部材実用化研究開発」におい

て採 した テーマの 平成 ３年 まで

に し 事 を けたテーマ（ステージ

テーマ ステージ テーマ

）に いて の結果と投入 を分析した。 
テーマ公 型事業においては プロジ クト

（ が自ら定めたプロジ クト 本計 に

き実施する研究開発事業に係る ）は実施

ず によって の 成 成

果の を する。ただし 本事業において

は電子・材料・ ノテクノロジー部が と

は別に 部 からなる 会を開催し テ

ーマ とに事 を行なっている。本 におい

ては この事 結果を分析した。また テー

マ との 算実 と事 結果との関係に

いても分析した。 
 

３ 分析方  
 本事業のテーマ事 では の で

を行なっている。 のう プロジ クト と

通する 「研究開発成果」「実用化・事業化の

見通し」の の に いて れ れ

３点で表した。 れらをプロジ クト におけ

る に い 横 に「研究開発成果」

に「実用化・事業化の見通し」をとり プロッ

トした。 では の点数が最 点

以 か 合計点が３点以 のものを「合 」 点
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以 のものを「 」プロジ クトとしている。 
プロジ クト とは が異なるため

考 とはなるものの テーマを の分 に

い分析するとともに テーマ との 算総 との

関連性を明らかにした。 
 

結果 
実施テーマ数と 算実  

本事業においては 平成 年 月までに

を採 ・実施しており 算実 に いては

計で となっている。（ ） の

う 現 点までにステージ を実施し

たテーマは ステージ の 事

を実施したテーマは である。 
 

 
実施テーマ数と実 （平成 年 は

） 
 

結果（ステージ ） 
 ステージ （ 的研究開発）の 結

果は 合 ３ （ ） う

（３ ） 合 （ ）という結

果となった。（ ３） 
ステージ 体の平均では「研究開発成果」

点 「実用化・事業化の見通し」 点とな

り に分 される。 
テーマの 費総 に いては 概ね

である。（ ３） 年 たりの は

で 研究開発期 は３年の

テーマが い。 結果との関係に いては

と ど関連性は見られない。 
 

 
ステージ テーマの 結果 

 

 
３ テーマ との 費総 と 結果 

 
結果（ステージ ） 

ステージ の事 結果は 合

（ ） う （ ）

合 （ ）という結果となった（ ）。 
事業 体では「研究開発成果」 点 「実用

化・事業化の見通し」 点となり に分

される。ステージ と比較して の 合が

大きく している。 
 テーマの 成総 に いては

と に 差が大きい（ ）。事

では 成 によらず 数のテーマで い成

果をあ ている。 
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ステージ テーマの 結果 

 

 
テーマ との 成総 と 結果 

 
３ 年 別の 結果 

 年 別の 結果は表 のようになって

おり 年 を経るに れて合 ・ が改善

する傾向にある。また テーマ公 型事業ではな

い 体のプロジ クト の実施結果（表

）と比較すると 年 別・ 計ともに合 は

っている。 
 
  年   

  （ ） （ ） （ ） （ ） 

年  100  8  8   5  

年  92  2  8   5  

年  9     82  50 

年        1 

年  8     8    

表 「 ノテク・ 端部材実用化研究開発」テ

ーマ事 の実施結果 

 
表 プロジ クト の実施結果 
 

ステージ実施テーマの 結果 
ステージ ステージ ートを経てステ

ージ 移行したテーマに いて れ れのス

テージにおける 結果をプロットした（ ）。

「研究開発成果」の平均点は ステージ

点で ３点 ステージ 点で 点で

ある。「実用化・事業化の見通し」に いてはス

テージ 点で 点 ステージ

点で である。合計点は 者とも ３点と

なり 別テーマでは点数の はあるものの

体的な傾向は変化していない。 
 

 
ステージ テーマの 結果 

 
考  

結果に いて 
 方 が異なるため 考 ではあるものの

ステージ ・ステージ テーマともに プ

ロジ クトに分 され テーマの合 と

は概ねプロジ クト の実施結果と の傾

向を示す。 

ステージ テーマが い を示す

としては ステージ で い を けたテー
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マがステージ ートを しステージ に移行

するためと考えられる。 

年 を経るに れて合 ・ が改善する

に いては 採 方 方 に いては

本的に変わっていないため に実施されたテ

ーマの結果 が テーマのマ ジ ントに

された事が として考えられる。 
また 合 の 合に いては テーマ公 型

事業と比較して っている。 に い

ては の 合を示すことから テーマ公 型事

業においては に の わしくないテーマに

いてのマ ジ ントに 題があると分析され

る。 
 

ステージ テーマのステージ にお

ける 結果の傾向に いて 
 の結果から ステージ に の

いテーマに いては の の 成事業におい

ても に れた成果をあ る 性が いと

いうことが分かる。また ステージ は に比べ

実用化・事業化で い成果をあ ており ステー

ジ の 的に った開発が実施されている。この

ことから ステージ で い成果をあ たテーマ

に関しては の の研究開発が に実施され

た 合 続して い成果をあ ることが期 で

きる。 
 

「 ノテク・ 端部材実用化研究開発」

の 果 
本事業では ステージ ではシー 技術の確立

を ステージ では確 したシー 技術の数年

の実用化に向けた研究開発実施することにより

新産業 分野の発展に資する ーデバイスの実

現を 指している。 
テーマのう ステージ では ３ ステ

ージ では のテーマが合 に分 される。

３ の考 から ステージ の テーマの

う ３ に いても も研究開発が

続されれば 実用化を期 できる 性が いと

分析される。したがって 年 月現在で

的な事業化・実用化が期 できるテーマは

と 算される（ステージ 合 数 ３ ス

テージ 合 ステージ ・ ）。

これまでに 数のシー 技術を実用化に向けて

確立できたことは 本事業の 的 成に 献して

いると考えられる。 
 

「 ノテク・ 端部材実用化研究開発」 
費用対 果の向  
ステージ に いては テーマ との 算実

は に いものの 数のテーマで い

をあ ている。このことから ノテクノロジ

ーという分野ではシー 技術 定 が

にわたり の研究開発の方 のために必

要な に いても テーマ とに大きく異なる

ものであるためと考えられる。 方でステージ

に いては テーマで に 算が 分さ

れている。研究開発 状況 から 算

分を に行うことで より に 算を活用

できると考えられる。 
 

結論 
・「 ノテク・ 端部材実用化研究開発」では  

年 年 月までの に

の投入 に対して のテーマに

いて の実用化・事業化が期 できるという

算となった。 数の技術開発テーマで 定の成果

をあ たことは 分野における な技術シ

ー を かに実用化に結び けるという本事

業の 的から みて 果の い開発が実施され

ている。 
 
・合 （ ）テーマ 数の 合に いては

テーマ公 型事業と比較して 合が く

改善の がある。 体的には ステージ にお

いて より な 算 分を行うといったことが

考えられる。 




